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「大阪らしい包括的支援体制の構築と地域の課題解決に向けた協働体制のあり方」 

                       講師： 日本福祉大学 教授 川島 ゆり子 氏  
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＜報告＞ 

① 「地域貢献委員会によるネットワークを活かした実践と制度の狭間の相談支援」 

・社会福祉法人 東和福祉会 寝屋川苑 

施設長代理（CSW）古賀 琴路 氏 

 ・寝屋川市社会福祉協議会地域貢献委員会 

（事務局：寝屋川市社会福祉協議会）谷口 皓章 氏 

② 「社会福祉法人の公益的取り組みと 
社協の専門的機能が連携した重層的なシステムづくり」 

・社会福祉法人豊年福祉会 特別養護老人ホーム明星 

副施設長（CSW）中村 和巳 氏 

・社会福祉法人もくせい会  きんもくせい  

在宅サービス課 課長（CSW）村山 慶 氏 

・交野市社会福祉協議会 

主任（CSW）吉田 亜希子 氏 
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・次第 

・講演資料 「大阪らしい包括的支援体制の構築と地域の課題解決に向けた協働体制のあり方」 

・報告①  「寝屋川市地域貢献委員会取組み報告」 

「地域貢献を楽しむ」 

・報告②  「社会福祉法人の公益な取り組みと社協の専門的機能が連携した重層的なシステムづくり」 

       

 

 

 

 



大阪らしい包括的支援体制の構築と
地域の課題解決に向けた協働体制の

あり方

日本福祉大学 社会福祉学部

川島ゆり子



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

民生委員制度の創出

1918 方面委員制度
大阪府知事 林市蔵

小河滋次郎

民間による社会事業の展開



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

1983年 大阪府地域福祉推進計画
（ファインプラン）

F・・・Full Participation(完全参加)みんなが自ら進んで福祉活動に
加わり互いに支え合う。

I・・・Integration(統合化)いろんな施策をうまくかみ合わせ福祉の
レベルを高める。

N・・・Normalization(ノーマライゼーション)高齢者も障害者も全て
の人々が地域の中で手をたずさえてともに暮らす。

E・・・Equality(平等)全ての人々にわけへだてなく必要なサービスを
保障する。

大阪府HP「これからの地域福祉のあり方とその推進方策について／ II これからの地域福祉の理念」より引用



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

小地域ネットワーク活動
地区（校区）福祉委員会の組織化
活動支援

街かどデイハウス支援事業 等

自発的な福祉活動と制度的な福祉との
協働の積み重ね



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

2004年

「コミュニティソーシャルワーカー
配置促進事業」 創設
（いきいきネットCSW)



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

2004年
大阪府社会福祉協議会老人施設部会
「社会貢献事業（生活困窮者レスキュー
事業）」開始

2015年
「オール大阪の社会福祉法人による
社会貢献事業」（大阪しあわせネット
ワーク）に発展



大阪らしさとは
ー地域福祉の積み重ねという財産ー

2007年
大阪府社会福祉協議会保育部会
「スマイルサポーター事業」

2003年〜
大阪府社会福祉協議会
市町村の取り組みとして「地域貢献委員会
（施設連絡会）」の組織化を推進





ほっとかれへん



双方向の参加で構築する地域共生社会

地域生活課題を抱え孤
立する人々

地域のつながりづくりへ
主体的に関わろうとする

多様な主体

ともに生きる豊
かな地域社会

当事者参加

住民参加

社会福祉法第４条２項

地域住民、社会福祉を目的
とする事業を経営する者及
び社会福祉に関する活動を
行う者（以下「地域住民等」
という。）



制度福祉と自発的社会福祉の協働に関わる
地域貢献活動の組織化

9

相談支援の包括化

施設単体
での地域
貢献活動

地域貢献活動
の組織化



協議体としての社会福祉協議会の社会貢献コーディ
ネート機能

10

：社会福祉事業 更生保護事業を経営する組織

市町村
社会福祉協議会

地域貢献活動の組織化
協働体制の

コーディネート



地域住民による主体的な活動 多様な主体による社会貢献活動

就労

教育

居住

交通

産業

地方
創生

医療
福祉

地域特性 地域特有の課題

包括的支援体制

地域生活課題
を抱える個人・世帯

社会福祉法

社会貢献活動からさらに展開する
地域課題解決に向けた協働体制のあり方



寝屋川市地域貢献委員会
取組み報告

寝屋川市社会福祉協議会地域貢献委員会 事務局
谷口 皓章



寝屋川市について

・人口:約２２万人

・平成３１年度より中核市となる

・北河内地域(大阪府北東部)に位置

し、他の北河内地域６市全てと隣接
している

・市内には北西部に淀川が流れ(摂
津市、高槻市との境)、北部から市を
縦断するように寝屋川が流れている



寝屋川市社会福祉協議会地域貢献委員会
について
平成27年に設立

高齢分野法人 13法人

障害分野法人 9法人

保育分野法人 24法人

計46の社会福祉法人(事業所数 81事業所)で構成



寝屋川市内の高齢福祉施設が協力する
取り組みとして

１緊急時安否確認(鍵預かり)事業について
ひとり暮らし高齢者など単身世帯の住民が居宅内で倒れるなど
異変があった際に、地域の見守り活動を基盤に早期発見するこ
と及び安否確認や福祉・医療機関に迅速につなげていくことを目
的とし、鍵を預かる社会福祉施設・見守りを行なう福祉委員の協
力の下、事業を運営しています。

平成24年よりモデル事業として一部地域で事業を開始し、平成
26年より市内全域で取組みが始まりました。



２事業の現状と効果が見られた事例

利用契約者数(令和6年3月末現在) 913人
緊急対応数 (令和6年3月末現在) 20件

事例①：遠方に住む娘より鍵保管施設に、「午前中に電話で体調不良を訴えていたが、
夕方に電話をしても応答がない。通院予定先の病院にも行っておらず心配である。様子
を見に行ってほしい」との連絡がある。鍵保管施設より施設職員が鍵を届け、安否確認を
行う。脱水症状で動けなくなっていた。

事例②：ヘルパー訪問時に応答がなく、担当ケアマネに相談。以前より支援に関わってい
た民生委員および地域包括の看護師が現場へ。警察に立ち合いを依頼し、鍵を使用して
入室。階段で転倒した本人を発見。意識はあるが衰弱した状態のため、救急搬送となる。



１フードドライブ事業について

生活困窮世帯に提供するための食品を広く集め、提
供することで地域貢献活動に寄与することを目的に
令和5年より開始しました。
法人内事業所に食品寄附BOXを設置し、事業所職

員・利用者向けに活動を広報することで食品を集め、
集まった食品は社協 善意銀行事業を通じて生活困
窮者に配布されます。
BOXを設置することで事業所職員や利用者に向けて
地域貢献委員会活動の周知にもつながりました。

寝屋川市地域貢献委員会の取り組みとして



2実績と効果が見られた事例
事業所から社協への食品寄附数(令和6年3月末現在) 30回(11施設)
社協から生活困窮者への食品提供世帯数(令和6年3月末現在) 111世帯

事例①：他市より夫のDVから逃げてきた母子世帯。住居設定をし、

生活保護申請までつながったが、保護受給までの間食品を買うお金
がない。社協で保管していた食品では母の食事は準備できたが、子
の粉ミルクや離乳食が準備できなかったため、フードドライブ事業を
実施している保育園に連絡。担当者同士が仲介し、子の食品確保に
至る。

事例②：カバンを置き引きにあった高齢者単身男性。年金支給日ま
での食材を確保することができず、食品の支援を申請するが、加齢と
過去の怪我の影響で咀嚼が困難なため、ミキサー食などの支援を希
望される。フードドライブ事業を実施している介護施設に連絡を取り、
保管していたミキサー食を提供。年金支給日までの食品確保に至る。



さらに…
緊急時安否確認(鍵預かり)事業、フードドライブ事業

を通じて、社協と事業所が連絡を取る頻度が増え、
相談しやすい関係になったことから個別ケースへの
支援にも発展することとなりました。



今後の取り組み
・フードドライブ事業の取り組みを拡大
→実施事業所の増加、フードドライブ事業を地域住民に周知

・個別ケース支援を行える連携作り
→事業所に訪れたケース、社協に訪れたケースについて
担当者が相談し合い、対応ができる体制(顔の見える関係)
づくり。そのために顔を合わせる機会となる研修会の開催。



ご清聴ありがとうございました



地域貢献を楽しむ
社会福祉法人 東和福祉会 特別養護老人ホーム 寝屋川苑

施設長代理 古賀 琴路

２０２５/01/30



社会福祉法人 東和福祉会
特別養護 老人ホーム 寝屋川苑

寝屋川市にある設立３２年の施設
・特別養護老人ホーム
・ショートステイ
・デイサービス
・居宅介護支援事業所
・ホームヘルパーステーション
・おひさま保育園
・第十中学校区地域包括支援センター



寝屋川苑の地域貢献事業
・ 宇谷食堂（子ども食堂）

・ フードバンク

・ 生活困窮者レスキュー事業

・ 宇谷弁当販売

・ アニマルセラピー

・ 緊急時安否確認鍵預かり事業

・ 子育て支援



宇谷食堂 子ども食堂 大人のみ200円 子ども 無料

駄菓子屋さん

面会場所が駄菓
子屋さんに



宇谷食堂（子ども食堂）駄菓子屋さん



宇谷食堂

お食事

名物宇谷バーガー

某バーガーチェーン
店より美味しい？



宇谷食堂

お食事

地域交流スペース



宇谷食堂
特養介護スタッフの体を張った人間もぐらたたき ケアマネージャのバルーンアート



宇谷食堂

ホームヘルパーが
全力でボールプー
ルの監視員

保育士さんの手作
り射的



宇谷食堂

事務員さん作タコ釣り

デイサービス介護職員が的に
なって水フーセン投げ



フードバンク 寄付していただいた食材等を提供・生活困窮者支援に活用



宇谷弁当 地域の高齢者に1食２５０円で手作り弁当販売



アニマルセラピー （馬・羊を飼育して入所者や利用者や園
児だけでなく地域の方も自由にふれあえる開かれた施設）



アニマルセラピー

羊小屋

食品備蓄
庫（保冷） 障がい者就労支援事業所の

方が毎日お世話をして下さっ
ています



アニマルセラピー



緊
急
時
安
否
確
認
鍵
預
か
り
事
業



子育て支援 園児の親御さんだけでなく宇谷こども食堂で地域の方からの相談もお聞きしています



事例報告
地域貢献委員会によるネットワークを活かした実践と制度の狭間の相談支援

「病気により就労不能になり妻から離婚を申し出られた高齢者」

相談依頼：寝屋川市社協 生活困窮担当

本人：パーキンソン病を発症し退職。
歩行不可能になり緊急手術。日雇いもでき
なくなる。現在は無職。
年金を繰り上げ受給。
妻から離婚したいと申し出られている。

妻：パート（介護職）
夜勤の仕事もして生
活をささえている。
息子と二人で生活す
るのが精一杯のため、
離婚をしたい。

息子：学費が払えなくな
り大学を中退。以降、引
きこもり。現在も無職。



支援経過①
〈相談概要〉

本人： 離婚するしかない。

家を出て生活保護を受給し生活を立て直したい。

医療費が捻出できない。

妻・息子：自宅をリースパックにして、家賃を支払い住み続けたい。

息子と二人なら生活できるので、夫とは離婚したい。

息子の引きこもりの支援を受けたいが、現状では考えられない。

               奨学金返済の滞納がある。



支援経過②

〈支援内容〉

・不動産屋と調整・契約 ・生活保護の申請

・新しく生活するのに必要な家電等の調整

・保護決定までの食材支援（法人のフードバンクの活用）

〈経過〉

・市社協相談室で市社協（生活困窮相談員）と初回面談

・市社協（生活困窮相談員）とともに、訪問・電話等で支援

※この間施設長にも相談

〈終結〉 生活保護費支給／通院再開 → 安定した生活へ

約3ヶ月



まとめ

● これからの多様化する課題に対して、包括的支援体制が欠かせなく

なっている。

● 法人内で取り組んでいる地域貢献事業を通じて、地域に開かれた施設

であるとともに相談しやすい施設となり、受けた相談をネットワークを通じ、

連携して支援していけるCSWでありたい。



最後に・・・職員ひとりひとりが社会福祉法人として地域に貢献している施設で働いていることに
誇りをもって、地域貢献を楽しむ、そんな職場です。

ご清聴ありがとうございました
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★内容：事例検討、SSW(スクールソーシャルワーカー )合同会議、各事

業の活動報告、研修会など

CSW（コミュニティソーシャルワーカー）合同会議
福祉相談の窓口であるコミュニティソーシャルワーカーと関係機関が集まり、交
野市内に住む子どもから高齢の方の支援や地域の仕組みづくりの充実を図るため
に開催しています。
関係機関…スマイルサポーター、教育委員会、大阪府社協 社会貢献支援員、生
活困窮者自立支援事業、重層的支援体制整備事業

交野市のCSWの協働活動について

5



★近年の新しい取組み

【きみのしらないかたの ザ☆クイズラリー】

コロナ禍の中、こどもを対象とした社会福祉施設をまわる非接触型の
イベントを実施。子どもたち、地域、社会福祉施設をつなぐきっかけ
づくりと交野市内の社会福祉法人施設について興味を持つ機会を作り、

福祉人材へとつなげていくことを目的に開催。（今年度３回目を実施）
【事例集の作成】

個人・地域の仕組みづくりの充実を図るため、CSW合同会議にて検討
した事例を中心に作成し、作成後は、地域や支援機関への配布や研修・

会議の場にて、CSW活動の周知啓発のために活用する。

6



★事例集についての取組み紹介
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事例集を作成するきっかけ

CSWの活動は一部の専門職に知られているけれど、分野を越えた

専門職や市民にはまだまだ知られていない。広く知ってもらうた

めに、CSWの活動をまとめたものを作ってみてはどうか？？

事例集の目的と周知について

目的：CSWの活動を広く市民・専門職に周知することで、個人・地

域の仕組みづくりや専門機関の連携を強化。

周知：地域や支援機関への配布や研修・会議の場にてCSW活動の周

知啓発のために活用する。
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CSWの紹介
事例集の主な内容

①
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事例集の主な内容

②
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施設・社協・地域のつながり
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交野市重層的支援体制整備事業体制

重 層 担 当 リ ー ダ ー

重層支援

コーディネーター

(社会福祉協議会)

高齢介護課（重層担当）

地域包括支援センター
障がい福祉課（重層担当）

基幹相談支援センター

子育て支援課（重層担当）

健康増進課（重層担当）

生活福祉課（重層担当）

社会福祉協議会（生活困窮担当）

教育分野、人権分野

社協CSW     等々

福祉部
重層的支援体制整備事業統括

重層支援

コーディネーター

(福祉総務課)

事務局

介 護 障がい 困 窮

子ども

その他
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世代や分野をまたがる課題を抱えた世帯として、多機関
協働を目的に支援会議が開催される。
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ご清聴ありがとう
ございました


